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別 紙 ３ 

平成２７年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  A3 
 
 ２．研究課題名  アンプラグド・コンピュータ科学の学習手法を踏まえた情報教育の実践的研究 
 
 ３．研 究 期 間  平成 27 年 4 月 1 日 ～ 平成 28 年 3 月 31 日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

西田 知博 大阪学院大学・情報学部 准教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

兼宗 進 大阪電気通信大学 工学部 電子機械工学

科 教授  

金 子美 韓国・高麗大学校教育大学院コンピュータ

ー教育専攻 准教授  

岡部 成玄 北海道大学 名誉教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

長瀧 寛之 岡山大学・教育開発センター 准教授  

 
６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

本研究は，初等中等教育ならびに高等教育における一般情報教育の実践的研究を目的とするが，

特に，コンピュータ科学の基本的概念を理解するためのアンプラグド・コンピュータ科学教育の導

入と展開の可能性について焦点を当てた研究推進を念頭においている。 

初等中等教育における，情報教育の学習指導要領の観点では，日本では，中学での技術科の中で

の情報(情報技術)の取り扱い，ならびに高等学校での共通教科「情報」(必履修)が，今後，どのよ

うに展開されていくかが注目されている。一方，韓国では，初等中等教育での新学習指導要領が検

討されており，昨年 9 月発表の教育部の教育過程総論では，小学校でのソフトウェア教育の強化，

中学校での情報科目の必修科目化，高等学校での情報科目の選択種別の変更（深化選択から一般選

択）等が示されている。 

研究代表者・研究分担者は，これまで日本や韓国で，情報教育に関する教育・研究活動を精力的

に行ってきた。小学校から大学までの学習者の成長過程の中で（あるいは場合によっては生涯教育

の中で），全員が学ぶべき共通の一般教育としての情報教育が，どのような学習項目を，どの時期

に，どのような学習手法・教具で行うのが望ましいかを実践的に調査し，結果を分析・検討するこ

とは大きな意義があると考える。 

 

1．現状の情報交換と研究打ち合わせ 

 ・研究代表者・分担者が初等中等教育ならびに高等教育において，アンプラグド・コンピュータ
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科学の学習手法をどのような内容でどのように活用しているかについての情報交換を行った上

で，特に満足している教材と対象の学習者との関係，ならびに，うまくいかない事例の共有を

図り，校種と実践内容についての相談を行った。 

2. 研究実践 

 ・1 を踏まえ，大学の学習者と高等学校の学習者に対し，実践授業を行った。大学としては，北

海道大学の情報学 II の 1クラスの授業 1コマで行い，題材として公開鍵暗号を取り上げた。高

等学校は，札幌の市立高校で，ほぼ同様の時間を用い，同じ題材を取り上げて実践を行った。 

 ・前者の大学における実践結果については，情報処理学会「教育とコンピュータ」研究会にて報

告を行った． 

3.今後の実践研究等に関する研究打ち合わせ 

 ・これらを踏まえ，分析，今後の実践校種，内容等についての今後の研究打ち合わせを行った． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


